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Ⅰ 令和４年度教育訓練実施要領

１ 教育訓練の目的

   消防職員及び消防団員に対して行う教育訓練は、消防の責務を正しく認識させるとともに、人

  格の向上、学術技能の修得はもとより、強靭な体力を練成し、使命感に燃えた強固な精神と協同

  精神の涵養を図り、もって住民に期待され、愛され、信頼される有能な消防人を育成することを

  目的とする。

２ 教育訓練の方針

   教育訓練の目的を達成するため教育内容の充実と、次に掲げる教育理念の実践に努める。

(1) 消防防災の本質と責務及び基本理念を正しく認識させる。

(2) 消防防災活動に必要な規律と節度及び協調性を養成する。

(3) 豊かな人間性、公正明朗な品性と良識を涵養する。

(4) 強靭な体力、気力の練成と敏活な行動力を養成する。

(5) 社会情勢の変化に即応できる高度な専門的知識と技術を修得させる。

(6) 寮生活を通じ、消防人として必要な協同精神と集団行動の重要性を体得させる。

(7) 地域社会の消防防災活動等に貢献できる人材を育成する。

３ 入校手続き等

(1) 入校申込書の提出

   入校申込書は、表－３に掲げる必要書類を添えて、提出期限までに別紙様式第１－１号から第

  １－３号により、提出先を確認のうえ提出すること。

(2) 入校の承認

入校の承認は、原則として入校日の概ね３週間前に決定し、別紙様式第１－４号により通知す

る。

(3) 入校日の受付

午前９時から９時５０分まで、若葉寮玄関において行う。

（但し、別途指示がある場合は、それに従う。）

(4) 入校経費の納入

入校経費は、別紙を参照のうえ、原則として入校日までに指定の口座へ振り込むこと。

なお、請求書が必要な場合は、総務課まで連絡すること（Tel:059-374-1821）。
(5) 携行品及び服装

入校時の携行品及び服装は、表－４に掲げるとおりとする。

(6) 申告書の書き方（様式第２号・消防職員のみ）

① 年齢は、入校日現在で記入すること。また、日付は和暦で記載すること。

② 部署は、現在の勤務署及び課、係まで記入し、役職名は行政組織に基づく職名を記入すること。

③ 最終学歴で大学卒業後に専門学校卒業等の変則的な場合は、併記すること。

④ 一般歴は、年月日順に一般職歴を記入すること。

⑤ 消防歴は、階級に関する任用年月日を記入し、入校日までの消防経験年数も記入すること。

⑥ 新規採用者にあっては、発令予定として記入すること。

⑦ 抱負・目標は記載内容が不足することがないよう具体的に必ず記入すること。

⑧ 写真は、制服（盛夏服）又はスーツ着用・脱帽・上半身のもので、６ヶ月以内に撮影（白黒・

デジカメ可）したものとし、縦横 45 ㎜×35 ㎜のサイズで貼付すること。

⑨ 初任科と現任科でそれぞれ記入不要欄があるので様式第２号で確認すること。
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(7) 事例研究資料（表－３参照）

教育課程ごとの様式第３号～第５号の記載要領に基づき、入校申請に添付すること。

ただし、幹部科教育（初級・中級・上級）にあっては、別途提出期限を設けて事例研究テーマ

を入校前に指定し、通知するので、それに基づいて提出（様式第５号）すること。

(8) その他

① 自衛消防隊教育については、各消防本部は管内事業所から様式第１－３号を取りまとめ、表

   －３に記載の提出期限後１週間以内に消防学校へ送付すること。

② 一日入校及び現地練習については、後日、関係部署へ詳細を通知する。

③ 少年消防クラブ教育については、随時受け付けする（申込様式は任意）。

④ 県職員の防災教育及び新規採用者研修については、関係機関との協議による。

⑤ 一般防災教育訓練等については、教育訓練の内容及び人員等を希望する日の属する月の２ヶ  

月前までに申請すること。

  ただし、受講者数や教育訓練内容等により、希望日及び内容等に変更が生じたり、また経

費が必要となる場合がある。

⑥ 上段⑤を含め、年間計画表に記載のない教育訓練に関して、一日教育や施設貸出等は、日程

及び教育訓練内容等を希望日の属する２ヶ月前までに事前協議をしたうえで申請すること。

⑦ 個人に関する情報は、消防学校教育訓練以外の目的で使用しません。

（注）留意事項

(1) 様式第２号「申告書」の入校の抱負・目標については、明確に記入すること。

(2)  救助科水難救助課程については、入校資格･基準（下記に記載）を遵守するとともに、メディ

カルチェック（様式第７号）において入校者の体調確認を確実に行うこと。

(3)  入校前個人調査表（様式第８号）は、警防科警防課程、救助科救助課程及び初級幹部科におい

て、個人スキルを事前に確認し訓練時おける小隊編成に活用するものであり、入校申請時に添

付をすること。

(4) 入校前個人調査表（様式第９号）は、予防査察科予防査察課程、及び危険物科危険物課程にお

いて、個人の実務経験を事前に確認し各種実習等の班編成に活用するものであり、入校申請時

に添付をすること。

(5)  入校前個人調査表（様式第１０号）は、救助科水難救助課程において、個人スキルを事前に確

認し訓練時におけるバディ編成に活用するものであり、入校申請時に添付をすること。

(6)  入校前個人調査表（様式第１１号）は、自衛消防隊特定教育において、個人スキルを事前に確

認し訓練時における小隊編成に活用するものであり、入校申請時に添付をすること。

(7)  消防学校への入校及び履修に関し、資質・健康面ともに支障のない旨の証明を任命権者に求め

ること。

(8) 消防職員初任科教育入校にあたっては、入校前の体力トレーニングを行うこと。

(9)  消防職員現任科教育にかかる入校については、事前学習を行うこと。

（10） 様式第 12 号「新型コロナウイルス対策 入校受付用セルフチェック」については、入校日 2

週間前からの自身の体調の変化や行動歴について記載し、入校受付時に確認するものであるた

め、あらかじめ記載のうえ、入校受付時に提出すること。

※ 上段(2)による入校資格･基準（７項目すべてを満たす者を推薦すること）

   １ 潜水士免許 ３５歳未満の潜水士免状取得消防職員

２ 潜水経験 潜水資器材を装備しての潜水訓練経験がある者

３ 息こらえ 地上での息こらえ６０秒以上

４ クロール泳力 クロール泳力連続して３００ｍ以上

５ 水平潜水 素潜り水平潜水２５ｍ以上

６ シュノーケリング シュノーケルのみで水中呼吸が可能

７ 耳抜き 水中での耳抜きが可能
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４ 教育科目及び時間数・教育目標

(1) 消防職員教育

① 初任科

消防職員として必要な基礎的知識と実技及び厳正な規律と旺盛な気力並びに体力の練成を

   図るとともに警防隊員として基本的活動ができること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

倫理   ８ 消防職員としての職責と心構えについて理解させるとともに、倫

理観を育成し、公正明朗な品性と良識を涵養する。

法学基礎・消防法 ２４ 法学の基礎知識、民法、刑法、行政法等と消防の関係等について

の知識を養うとともに、消防作用の法体系を理解させる。

消防組織制度 １２ 地方自治の理念、消防制度の推移と現在の消防組織、その任務に

ついての知識を養う。

服務と勤務 ２７ 消防職員としての職責と規律等を理解させるとともに、文書実

務、個人情報取扱、接遇、人権教育等についての知識を養う。

理化学 １７ 物理化学、電気と災害、燃焼と消火、消火剤等の消防活動上必要

な科学的知識を養う。

予防広報 １９ 火災予防行政、防火管理、消防広報についての知識を養う。

危険物 １６ 危険物施設、危険物規制についての知識を養う。

消防用設備 １３ 消防用設備、消防用設備規制についての知識を養う。

査察 ２７ 査察の基本的事項、着眼点、違反処理の概要について理解させる。

建築 ７ 建築構造、建築物の防火、建築法令の体系について理解させる。

安全管理 １５ 安全管理の意義、重要性、安全対策について理解させる。

特殊災害と保安   ８ 放射線、高圧ガス、火薬等による災害について消防活動上必要な

知識を養う。

火災防ぎょ ２５ 各種火災の基本的防ぎょ要領を理解させるとともに、消防法等と

の関係についての知識を養う。

火災調査 １５ 火災原因調査、損害調査、各関係書類の作成方法についての知識

を養う。

防災 ２８ 気象と災害、地震対策、風水害対策等、水災防ぎょ、防災航空、

国民保護、自主防災組織、住民指導等についての知識を養う。

救急 ２５ 救急業務の沿革、意義、体制等の基礎知識と観察、心肺蘇生法等

の基本的技術を習得させる。

消防機械・ポンプ １６ 消防用自動車、消火器具等の構造、取扱方法、ポンプ性能、送放

水の体形と諸条件等の現場活動に必要な知識を養う。

訓練礼式 ５０ 厳正な規律の保持、秩序ある団体行動の基本と礼式を養う。

機器取扱訓練 ５２ 消防器具、はしご、空気呼吸器等の取扱要領を習得させる。

救助訓練 ４２ ロープ結索、降下、登はん、渡過、確保、検索救助、背負い救助、

応急はしご救助等の救助技術を習得させる。

消防活動訓練 １０２ 水利部署、各種ホース延長、送放水、上階進入、屋内注水、検索

等の消防活動要領を習得させる。

消防活動総合訓練 ９９ 火災救助に関する実戦的総合訓練、総合査閲訓練を実施する。

体育 ５２ 体育理論、ケガ防止策、体力錬成、耐久訓練等消防活動に必要な

体力、気力を養成するとともに各自の体力を測定する。

実務研修 ３５ 消防操法大会、救助技術指導会、施設研修等を通じ消防人として

の人格及び資質の向上を図る。

選択研修 ５２ 陸上特殊無線技士、玉掛、小型移動式クレーン、危険物取扱者の

資格を取得させる。

行事その他 ５０ 入校式、卒業式、各種行事等を通じ資質の向上を図る。

計 ８３６ ※効果測定は、教科目時間数に含む。
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② 警防科警防課程

警防隊員として必要な警防対策等に関する専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数 教  育  目  標

警防行政の現状と課題   ３ 警防行政全般の動向や課題について理解させる。

防災   ３ 風水害対策・地震対策・国民保護等に関する知識を養う。

警防対策 ８ 火災防ぎょ等警防対策に関する専門的知識を養う。

消防戦術と安全管理 ７ 安全管理の重要性や各種消防戦術について理解させる。

消防活動訓練 ３９ 基本訓練、応用訓練、各種消防戦術の技術を習得させる。

事例研究   ５ 活動事例を基にした研究討議・発表。

効果測定   １ 効果測定。

行事その他   ４ 入校式、修了式、ガイダンス等、その他。

計 ７０

③ 予防査察科予防査察課程

予防査察担当者として必要な法令及び査察業務等に関する専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

予防査察行政   ４ 予防査察全般の動向や課題について理解させる。

消防同意   ７ 建築基準法及び消防同意について理解させる。

査察 ２８ 査察の着眼点、法的根拠、要領等について理解させる。

違反処理 １２ 違反処理手続きの概要、要領等について理解させる。

査察実習   ３ 査察実習等を通じ査察要領等について理解させる。

事例研究   ７ グループ討議及び発表を通じ、問題解決能力を向上させる。

効果測定   １ 効果測定。

行事その他   ８ 入校式、修了式、ガイダンス等、その他。

計 ７０

④ 危険物科危険物課程

危険物担当者として必要な法令及び危険物に関する専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

危険物行政の現状と課題   ４ 危険物行政全般の動向や課題について理解させる。

危険物化学   ３ 危険物の概要及び指定可燃物取扱について理解させる。

危険物規制 １５ 危険物行政の法的根拠及び違反処理について理解させる

事例研究   ３ グループ討議及び発表を通じ、問題解決能力を向上させる。

効果測定   １ 効果測定。

行事その他   ９ 入校式、修了式、ガイダンス等、その他。

計 ３５
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⑤ 救助科救助課程

救助隊員として必要な体力、気力、救助技術の基本、応用動作及びその他救助活動等に関

  する専門的知識と技術を習得すること。なお、救助隊員の資格を付与する。

教 科 目 名 時間数 教  育  目  標

訓練礼式   １ 救助員点検。

安全管理 ３ 安全管理の重要性と安全対策等について理解させる。

災害救助対策 １１ 各災害種別の救助対策と活動事例について理解させる。

救助器具取扱訓練 ７ 各種救助器具の取扱要領を習熟させる。

救助訓練 ５２ 救助基本操法、応用操法を習熟させる。

応用総合訓練 ４７ 各種災害を想定し、救助に関する実践的な訓練を行う。

ストレス対策   ２ 惨事ストレス、その対処法等について理解させる。

体力管理   ７ 救助隊員として必要な体力管理に関する知識を習得させる。

救助行政   ２ 救助隊の任務等について理解させる。

事例研究 ９ 活動事例を基にした研究討議・発表。

効果測定   ５ 効果測定（学科、実科）。

行事その他   ８ 入校式、修了式、ガイダンス等、行事その他。

計 １５４

  ⑥ 救助科水難救助課程

水難救助隊員として必要な専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数 教  育  目  標

安全管理   ３ 安全管理の重要性、安全対策等について理解させる。

潜水理論・呼吸管理   ３ 潜水理論及び呼吸管理について理解させる。

潜水基本訓練 ２１ スキン、スキューバの基本訓練、潜水基本訓練を行う。

応用訓練   ５ 水中検索法、各種水中作業要領等を習得させる。

総合訓練 ２１ 海洋訓練、夜間訓練等の総合訓練を行う。

訓練検討・事例研究 １１ 訓練検討、活動事例を基にした研究討議・発表。

行事その他   ６ 入校式、修了式、ガイダンス等、面談、その他。

計 ７０

  ⑦ 救急科救急課程

救急隊員として必要な専門的知識と技術を習得すること。なお、救急隊員の資格を付与する。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

救急業務及び

救急医学の基礎

５５ 総論、沿革、意義、責務の理解と医学の原点、解剖生理学、

関係法規、社会福祉について理解させる。

応急処置の総論 ５３ 応急処置の基礎的知識、観察と判断等について理解させる。

病態別応急処置 ３４ 各病態別の病態原理と応急処置について理解させる。

特殊病態別応急処置 １５ 小児、高齢者、産婦人科等の特殊性と応急処置について理解させる。

実習 ５８ 心肺蘇生法、資器材取扱、外傷現場学、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等の実習を行う。

病院実習 １１ 医療機関での救急医療を見学し、実践的な知識と技術を習得させる。

救急車同乗研修 ４０ 所属で救急現場を体験し、実践的な知識と技術を習得させる。

効果測定   ６ 効果測定。

救急研修その他 ８ 救急医学、救急研修、事例報告、その他。

計 ２８０
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⑧ 初級幹部科

初級幹部として必要な管理能力及び幹部として相応しい人格と指導力を習得すること。

教 科 目 名 時間数 教  育  目  標

講話   １ 初級幹部としての職責と心構え、人権について理解させる。

消防時事   ９ 予防行政、救急行政、警防行政、国民保護等について理解させる。

人事業務管理 ２２ 教育技法、メンタルマネジメント、リーダーシップ論、体力管理

の重要性等について理解させる。

安全管理   ６ 安全管理の重要性と安全対策等について理解させる。

消防活動訓練 １８ 基本訓練、想定訓練により指揮能力を向上させる。

事例研究 １０ ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議、全体発表を通じ、問題解決能力を向上させる。

効果測定   １ 効果測定。

行事その他   ３ 入校式、修了式、ガイダンス等、その他。

計 ７０

  

  ⑨ 特別科指揮課程

    指揮者として必要な現場指揮能力及び専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

指揮要領 ８ 指揮の意義、基本的事項、指揮活動要領等について理解させる。

指揮訓練 ２４ 火災防ぎょを基本とした指揮シミュレーション訓練を通じ指揮

能力を向上させる。

効果測定   １ 効果測定。

その他   ２ 入校式、修了式、ガイダンス等。

計 ３５

⑩ 特別科指導救命士課程

    救急救命士・救急隊員の教育指導者としての技術及び指導力を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

指導実習 ３３ 救急救命士等の再教育にかかる指導者を養成する。

計 ３３

※ ２年目の指導実習

⑪ 特別科はしご自動車講習

    はしご自動車の運用に必要な専門的知識と活動要領を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

安全管理 ５ 事故事例を通じて事故防止等、安全管理の徹底を図る。

理論・特殊装置の構造   ３ 基礎力学、取扱原則及び取扱装置等の構造を理解させる。

点検・故障時の対策   ４ 点検、整備要領及び故障時の対策を理解させる。

火災防ぎょ・救助訓練 １０ はしご自動車による火災防ぎょ及び救助訓練により活動要領を

習得させる。

事例研究   ２ 活動事例を基にはしご自動車の運用を理解させる。

その他   ４ 入校式、修了式、ガイダンス等。

計 ２８
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⑫ 特別科救急救命士ブラッシュアップ講習

処置拡大救急救命士としての技術の確認と維持・向上を図ること。

教 科 目 名 時間数    教  育  目  標

三重県病院前プロト

コル

  ３ 各種プロトコルについて再確認させる。

心肺機能停止におけ

る業務プロトコル手

技確認

  ２ 器具の使用方法、清潔操作、ライン作成から薬剤投与までの基本

手技確認を再確認させる。

心肺機能停止前の静

脈路確保と輸液のシ

ナリオ訓練

  ３ ショックのシナリオ訓練を通じて、迅速、適切に病態の鑑別とプ

ロトコルの実施ができるように技術を再確認させる。

血糖測定と低血糖発

作症例へのブドウ糖

の投与シナリオ訓練

  ３ 意識障害のシナリオ訓練を通じて、迅速、適切に意識障害の鑑別

と血糖測定等プロトコルの実施ができるように技術を再確認さ

せる。

実技試験   ６ 各処置の実技試験。

理解度評価・効果測

定

  ２ 理解度評価、効果測定。

行事その他   ２ 入校式、修了式、その他。

計 ２１

（注）入校資格；平成２７年度以降に救急救命士の資格を取得した救急救命士

⑬ 特別科気管挿管追加講習（ビデオ喉頭鏡）

ビデオ喉頭鏡を用いた気管挿管に関する必要な専門的知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

ビデオ喉頭鏡を用い

た気管挿管

  ３ ビデオ喉頭鏡を用いた気管挿管に必要な知識と気管挿管法の実

際と事故対策を理解させる。

基本手技・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実習 ６ 基本取扱操作及び応用取扱操作を習得させる。

効果測定   ３ 効果測定。

その他   ２ 開講式、修了式等。

計 １４

⑭ 水難救助教育指導者養成講習

    水難救助教育指導者として必要な専門的な水難救助技術及び指導力を習得すること。

教 科 目 名 時間数     備        考

水難救助訓練
必要時

間数

指導者定期訓練、海上保安部との合同訓練等実施。

水難救助に関する研修会等受講。

指導者の技術評価と指導者認定を実施。

各種研修・会議等

指導者技術評価

計 ―

⑮ 気管挿管フォローアップ研修

    気管挿管病院実習を適確かつ円滑に実施できる知識及び挿管手技を習熟すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

気管挿管の適用と判断 ３ メディカルコントロールと挿管の適応判断を習熟させる。

基本手技・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実習 ４ 基本手技、総合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実習を通じ挿管手技を習熟させる。

計 ７
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⑯ フォローアップ研修会

三重県消防長会と共催により、救助科救助課程及び水難救助課程等のフォローアップを兼

ねて、救助訓練を中心に救助技術の検証やタイムリーな救助事象の講習等を行い、県内消防

職員の資質の向上を図る。

実施時期及び訓練想定等は、別途案内する。
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(2) 消防団員教育

  ① 普通科

消防団員として必要な基礎的知識と技術及び厳正な規律を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

倫理・組織制度   １ 団員の職責と自覚、組織制度について理解させる。

訓練礼式 １.５ 「消防訓練礼式の基準」の基本を習得させる。

安全管理・火災防ぎょ １.５ 安全管理の基本、火災防ぎょ活動要領を理解させる。

機器取扱   ３ 放水器具の取扱を習得させる。

火災防ぎょ訓練   ５ 火災防ぎょ訓練を通じ、火災防ぎょ要領を習得させる。

行事その他   ２ ガイダンス等。

計 １４

  ② 指揮幹部科現場指揮課程

消防団員班長、部長に対し必要な知識と技術、指揮監督能力を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

避難誘導、災害情報

収集・伝達、地域防

災（住民）指導

  ２ 地域住民の安全を確保するために、災害に対する事前の取り組み

及び指揮者として災害発生時の対応すべき事項について知識の

取得および指揮能力の向上を図る。

安全管理   １ 安全管理の重要性と安全対策等について理解させる。

救助・救命活動   ６ 災害発生時の傷病者の救助・救命活動に必要な知識の取得及び救

助機器の取扱技術の向上を図る。

火災防ぎょ・現場指

揮訓練

  ３ 火災対応訓練を通じ指揮能力の向上を図る。

行事その他   ２ 入校式・修了式・ガイダンス等。

計 １４

※ 年３回実施。

③ 指揮幹部科分団指揮課程・指導員科

消防団員副分団長以上の者に対し訓練担当指導員として必要な知識と技術、指導力を習得す

ること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

幹部の心得   １ 指導者の責務と心構え、指導技術について理解させる。

教育技法   １ 部下等への教育・指導能力等を向上させる。

安全管理   １ 安全管理の重要性と安全対策について理解させる。

訓練

指導

要領

訓練礼式指導

  ４

各個訓練、小隊訓練、通常点検の指導要領を習得させる。

救助活動指導 救助業務、搬送法、応急手当の指導要領を習得させる。

組織制度と防災   ２ 消防団に関する制度及び現況について知識を習得させる。

災害対応図上訓練   ３ 図上訓練の実施要領及び指導要領を習得させる。

行事その他 ２ 入校式・修了式・ガイダンス等。

計 １４

※ 年２回実施。
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④ 団長科

消防団の最高幹部として必要な識見と指揮能力を習得すること。

教 科 目 名 時間数 教  育  目  標

講話   ２ 責務と心構え、管理能力を養う。

消防の現況・財政   ２ 消防の現況、消防団活性化、消防財政について理解させる。

現場指揮・火災防ぎょ   ２ 現場活動指揮要領について理解させる。

安全管理   １ 安全管理の重要性と安全対策等について理解させる。

国民保護法   １ 国民保護法について理解させる。

図上訓練   ２ 図上訓練を通じ、指揮要領を理解させる。

行事その他   ４ 入校式、修了式、その他。

計 １４

⑤ 機関員科

機関員として必要な基礎的知識と技術及び緊急自動車安全運行要領を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

緊急走行概論・KYT ２ 緊急走行知識の習得と、緊急走行危険予知訓練を通じ安全運行要

領を習得させる。

運転と反応 ２ 適正な運転姿勢、運転操作、危険回避反応、緊急走行要領を習得

させる。

狭路誘導 １ 安全な誘導方法を習得させる。

サイレン効果検証 １ 各種状況によるサイレン効果を検証し安全運行に資する。

機関運用   ７ 機関運用、中継送水要領を習得させる。

行事その他   １ ガイダンス等。

計 １４

⑥ 一日入校

ア 警防講習会を年３回（初任者対象１回と初任者以外２回）実施し、建物火災防ぎょ戦術

等の知識及び技術の習得を図る（おおむね６時間程度）。

イ その他、随時にＡＦＴ訓練等を希望する場合は、事前に実施日及び実施内容等について

消防学校と協議すること。

     原則、実施希望日の２ヶ月前までに事前協議が必要である。
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(3) その他教育

  ① 自衛消防隊（一般教育）

一般企業・団体等の自衛消防隊員として活動に必要な基礎的な知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

自衛消防活動総論   １ 自衛消防の目的、活動範囲、公設消防機関との連携、訓練の進め方

等を理解させる。

安全管理・火災防ぎょ   ２ 安全管理の重要性と安全対策について理解させる。

訓練礼式   １ 各個訓練、小隊訓練。

救急   ２ 応急手当と徒手搬送等を習得させる。

消防用設備活用   ２ 初動体制と消防用設備の活用、操作方法を習得させる。

火災防ぎょ訓練 ４ 放水器具取扱、屋内・屋外消火栓取扱、火災防ぎょ要領について習

得させる。

行事その他   ２ ガイダンス等。

計 １４

  ② 自衛消防隊（特定教育）

消防ポンプ自動車等を保有する企業等において消防防災担当業務を行う自衛消防隊員とし

て活動に必要な知識と技術を習得すること。

教 科 目 名 時間数     教  育  目  標

自衛消防活動総論   １ 自衛消防の目的、活動範囲、公設消防機関との連携、訓練の進め方

を理解させる。

安全管理・火災防ぎょ   ３ 安全管理の重要性と安全対策について理解させる。

訓練礼式   ２ 各個訓練、小隊訓練。

救急   ２ 応急手当と徒手搬送等を習得させる。

消防基本訓練   ６ ホース延長、送放水理論、空気呼吸器取扱要領を習得させる。

火災防ぎょ訓練 ５ 火災防ぎょ、現場活動要領について習得させる。

行事その他   ２ ガイダンス等。

計 ２１

③ 県職員新規採用者研修・県職員防災教育

    県職員の消防防災意識を醸成するため、関係機関と協議の上、必要な基礎的知識及び技術を

習得させる。

④ 少年消防クラブ員・小学生体験入校

各地域で活動する少年消防クラブ員等を対象に、体験を通じて消防防災業務の必要性を理解

させ、消防防災意識を向上させる。

⑤ 一般消防防災教育等

自主防災隊その他各種団体及び一般県民の要請に基づき、希望する消防防災及び救急等に関

する知識と技術を養う。

   また、各種団体が行う消防防災に関する教育訓練等に、学校施設等を提供し、防火防災意識

の啓発を図る。

    なお、上記③④⑤のその他教育については、実施日及び実施内容等の事前協議（原則、実施

希望日の２ヶ月前まで）を必要とする。

  

  ※ 各教育コースに記載の教育科目名及び時間数は、より詳細な教育科目、時間数及び教育目標

の事前検討を行うことにより変更する場合がある（各教育コース合計時間数の変更は無い）。
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月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

【授業】

　 　 　

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
【振替】 ●

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
無線 乙４

水難救助課程(第22期） ＊ 気管挿管FU ＊ ＊

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
 【振替】 【授業】 【授業】 【振替】 【振替】 【授業】 【授業】 【振替】

　 △ △

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
　 　初任科　夏季休暇 救急課程（第25期）

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
■ ■ ■ ■ ■

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
救急課程(第25期）

救助課程(第32期)

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
【授業】 査閲 (予備日) 【振替】 【振替】 【振替】 ●

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
　　　はしご講習(第25期) 　　指揮課程（第10期）

気管挿管FU

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
　危険物課程（第18期） 警防課程（第34期）

☆ 初級幹部科

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
☆       予防査察課程（第10期）

初級幹部科（第43期） ☆

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

(注)
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　　　年　間　教　育　計　画　 （令和４年度） （表－１）（令和4年3月10日更新）

4
初任科(第59期)

5

7

8

9
救急課程（第25期）

救助課程(第32期)
団分団指揮
・指導員科①

12

1
自衛特定 団現場指揮

課程③

10
初任科再開

11
団現場指揮

課程②

団現場指揮
課程①

自衛一般

3

は休日　・●所属研修(5/6、11/25)　・■救急車同乗研修(9/26～9/30の5日間)　・☆消防団一日教育（警防講習会を含む）　・△県内少年消防教育　・＊県職員等消防防災教育

・消防職員教育→初任、警防、予防査察、危険物、救助、水難救助、救急、初級幹部、指揮、はしご、水難救助指導者、ﾋﾞﾃﾞｵ喉頭鏡、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ、気管挿管ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを実施予定

　　　　　　　　なお、年間計画表に記載のない課程は、実施時期等は未定である。

2
警防課程（第34期） 団機関員科 団団長科

ビデオ喉頭鏡

救命士BU講習

・消防団員教育→普通、現場指揮(3回)、分団指揮・指導員(2回）、団長科、機関員を実施。（現場指揮課程→①：松阪、南勢、紀北、紀南　②:北勢（いなべ・鈴鹿除く）中勢、伊賀　③：北勢（いなべ・鈴鹿）)

・その他の教育は希望に応じその都度協議して実施　　　　　　　

玉掛技能講習

水難救助課程(第22期）

団普通科

小型移動式クレーン講習

団分団指揮
・指導員科②



(表－２）

受講見

込人数 ４ ５ ６

 消防 836 120 57 ○ ○ ○

 職員  警防課程 70 10 40 ○ ○ ○

 予防査察課程 70 10 40 ○ ○

 火災調査課程 70 10 40 ○

 危険物課程 35 5 40 ○ ○

 特殊災害課程 49 7 30 ○

 救助課程 154 22 40 ○ ○ ○

 水難救助課程 70 10 20 ○ ○ ○

 救急課程 280 38+1 58 ○ ○ ○

70 10 40 ○ ○

49 7 40 ○

28 4 30 ○

 特別科 35 5 40 ○ ○ ○

１年目：67
2年目：33以上

10 30 （2年目） 未定 未定

28 4 30 ○ ○

 救急救命士ブラシュアップ講習 21 3 3 30 未定 未定 未定

14 2 30 ○ ○ ○

35 5 30 未定 未定 未定

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

 消防  普通科 14 2 40 ○ ○ ○

 団員  現場指揮課程 14 2 40 3回 3回 3回

 分団指揮課程・指導員科 14 2 40 2回 2回 2回

 団長科 14 2 40 〇

 機関員科 17 2 30 ○ ○ ○

 一日入校 6 1 別途 ○ ○ ○

 現地練習 6 1 別途 ○ 未定 未定

 その  自衛消防隊  一般 14 2 40 ○ ○ ○  一般企業及び団体等の自衛消防隊員に対して、基礎的な知識と技術の習得を図る。

　他  特定 21 3 40 ○ ○ ○

○ ○ ○

 少年消防クラブ等教育 ○ ○ ○

 一般消防防災教育等 ○ ○ ○

◎　救急課程の教育時間数には病院実習１１時間を含む（日数欄の＋１）。なお、病院実習は ◎ 「消防長が特に推薦する消防職員等」についても入校資格とする。

　　学校での教育終了後、指定した日程で実施し、修了証書も全教育時間終了後交付する。 ◎　入校資格の年齢及び年数の基準日は、入校日とする。

　　　　　教育訓練課程一覧表

 水難救助教育指導者養成講習

2

6

2

3

希望に応じ協議

未定

2

3

 自主防災隊その他各種団体等の要請に基づき、消防、防災及び救急等に関する知識と技術の習得を図る。

 消防防災業務の必要性を体験により理解させ、消防防災意識の向上を図る。

 消防長会と共催により救助課程及び水難救助課程等のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを兼ねて、県内消防職員の資質向上を図る。

2

 県防災部局職員及び新規採用職員に対して、消防防災の基礎的な知識と技術の習得を図る。

 機関員又は従事予定の者に対して、機関員としての必要な知識と技術等の向上を図る。

 消防車両を有する企業等において主に消防防災担当業務を行う自衛消防隊員に対して、必要な知識と技術の習得を図る。

 団員に対し、基礎的な知識と技術の習得を図る。

 三重県消防操法大会出場団に対する会場貸与。

 建物火災防ぎょ戦術等の知識と技術の習得を図る。

 班長、部長の階級の者に対して、必要な知識と技術、指揮監督能力等の向上を図る。

入校資格及び教育の目的

 初任科教育卒業後勤続３年以上の者、又は消防長が特に推薦する者に対して、特定分野に関する高度な専門
的知識と技術の習得を図る。

 警防・救助業務に従事している消防司令補及び部隊の長である消防士長の階級にある者に対して、化学物
質、NBC災害等の消防対策に関する専門的知識と技術の習得を図る。

 ３５歳未満の潜水士有資格者で、かつ潜水経験のある消防職員で入校資格･基準を満たす者に対して、水難
救助に関する専門的知識と技術の習得を図る。

　  ＊ 危険物課程と特殊災害課程は、隔年ごとに実施。

 初任科卒業後勤続３年以上で３５歳未満の救助隊員資格を必要とする者。

 司令補以上の階級の者で、指揮業務に携わる者又は今後予定のある者に対して、現場指揮能力の向上を図る。

 救急救命士再教育の一環として、気管挿管フォローアップ等の教育を実施。

 救急救命士既資格者に対して、ﾋﾞﾃﾞｵ喉頭鏡を用いた気管挿管に関する専門的知識と技術の習得を図る。

 薬剤投与認定救急救命士に対して、心肺停止機能状態でない重篤患者に対する乳酸リンゲル液を用いた静脈
路確保及び輸液とブトウ糖溶液の投与に関する専門的知識と技術の習得を図る。

12

 水難救助課程教育にかかる指導者を養成する。

 大隊長クラス(課長･課長補佐級)昇任後２年以内の者に対して、管理監督能力等の向上を図る。※隔年実施　

 小隊長クラス（主任級）昇任後３年以内の者に対して、指揮監督能力等の向上を図る。 　※隔年実施

9

 平成２７年度以降の救急救命士国家試験合格者に対して、三重県病院前プロトコルに沿った活動ができるよ
う必要な知識と技術の習得を図る。

 県職員防災教育･県職員新規採用研修

 はしご自動車講習

 初任科

 警防科

 危険物科

 指揮幹部科

 気管挿管追加講習(ﾋﾞﾃﾞｵ喉頭鏡)

 救急救命士処置拡大講習

 救急救命士ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ等研修

 特殊災害科

対象 教育課程 教育時間教育科

 予防査察科

 火災調査科

 副団長以上の階級の者に対して、必要な指揮監督能力等の向上を図る（３年ごと）。

 救急隊員の資格を必要とする消防職員。

12

9

4

随時実施

 副分団長以上の階級の者に対して、訓練担当指導員として必要な知識と技術、指導力等の向上を図る。

 中隊長クラス（係長級）昇任後３年以内の者に対して、指揮監督能力等の向上を図る。 　※隔年実施

2

 はしご自動車等の隊長及び機関員（予定者を含む）。　　＊隔年実施

 救助科

 初級幹部科

12

実日数 延日数

57+1

12

185

12

 新規採用の消防職員に対して、基礎的な知識と技術の習得及び強靭な体力の練成を図る。

　　＊ 予防査察課程と火災調査課程は､隔年ごとに実施。　　

実施予定年度

随時実施

随時実施

4

32

5

5

4

 フォローアップ研修会

 指揮課程 5

 指導救命士課程
 救急救命士として、通算５年以上の実務経験があり、救急救命士・救急隊員の教育指導を行う人材。
 救急救命士等の再教育にかかる指導者を育成する。

12

 救急科

 中級幹部科

 上級幹部科
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　　　　　　入 校 関 係 書 類 一 覧 表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　（表－３）

入　校 事例研究 体育服 健康状態 入校前 入 校 日 提 出 期 限

申込書 資　料 申込書 確認事項 個人調査表 （年 月 日） （年 月 日）

様式１ 様式２ 様式３～５ 様式６ 様式７ 様式８～11 ※入校受付時に様式12 ※右欄提出先へ必着

初任科（59） 様式1‐1 ○ ○ ４．　４．１１ ４．　２．１５ 消防学校

警防科警防課程（34） 同上 ○ 様式５ 様式８ ５．　１．２３ ４．１１．１７ 同上

予防査察科予防査察課程 (10) 同上 ○ 様式５ 様式９ ５．　２．　６ ４．１２．　８ 同上

火災調査科火災調査課程

危険物科危険物課程 (18) 同上 ○ 様式５ 様式９ ５．　１．１６ ４．１１．１７ 同上

特殊災害科特殊災害課程

救助科救助課程（32） 同上 ○ 様式４ 様式８ ４．　９．　６ ４．　７．　８ 同上

　〃　水難救助課程（22） 同上 ○ 様式５ 注1)○ 様式10 ４．　５．２３ ４．　３．　９ 同上

救急科救急課程（25） 同上 注2)○ 注2)様式３ ４．　８．１９ ４．　６．２０ 同上

初級幹部科 (43) 同上 ○ 注3)様式５ 様式８ ５．　１．３０ ４．１２．　１ 同上

中級幹部科

上級幹部科

特別科指揮課程（10) 同上 ○ ４．１２．１９ ４．１０．２０ 同上

  〃  指導救命士課程

　〃　救急救命士ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ講習 同上 ○ ５．　２．１３ ４．１２．１４ 同上

  〃  はしご自動車講習 (25) 同上 ○ ４．１２．１２ ４．１０．１３ 同上

  〃  気管挿管追加講習(ﾋﾞﾃﾞｵ喉頭鏡) 同上 ○ ４．　７．２６ ４．　５．２７ 同上

　〃　救急救命士処置拡大講習

水難救助教育指導者養成講習 別途

救急救命士ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ等研修 別途

普通科 様式1‐2 ４．　６．１１ ４．　４．１２ 同上

指揮幹部科現場指揮課程①　注4） 同上 ４．１０．２９ ４．　８．３０ 同上

　　〃　　現場指揮課程②　注4） 同上 ４．１１．　５ ４．　９．　６ 同上

　　〃　　現場指揮課程③　注4） 同上 ５．　１．２１ ４．１１．２２ 同上

　　〃　　分団指揮課程・指導員科① 同上 ４．　９．　３ ４．　７．　５ 同上

　　〃　　分団指揮課程・指導員科② 同上 ４．１０．２２ ４．　８．　９ 同上

団長科 同上 ５．　２．２１ ４．１２．１６ 同上

機関員科 同上 ５．　２．１８ ４．１２．２０ 同上

自衛消防隊一般 様式1‐3 ４．１１．２４ ４．　９．２３ 注5)消防本部

自衛消防隊特定 同上 様式11 ５．　１．１１ ４．　９．２３ 注5)消防本部

少年消防クラブ 別途 消防学校との 希望日の属する 消防本部

県職員・一般消防防災教育等 別途 協議による 月の２ヶ月以上前 消防学校

　注４)　 消防団員指揮幹部科現場指揮課程については、①《松阪・南勢・紀北・紀南》、②《北勢（いなべ・鈴鹿除く）・中勢・伊賀》、③《北勢（いなべ・鈴鹿）》の各支会ごとの地区割りです。

提 出 先

別　途　通　知

　注１）　平成２０年度より個人情報保護の観点から、すべての科において健康診断書を廃止し申告書（様式２）において、任命権者による当該教育の入校及び履修に資質・健康面において
　　　　　支障がない旨の証明を求めることとしましたが、当該課程についてはメディカルチェック（様式７）を提出してください（２頁参照）。

関係書類等　

　教育課程（期別）

申告書

消

防

職

員

別　途　通　知

消
防
団
員

そ
の
他

　注５）　消防本部にあっては、管内市町（事業所）からの入校申込書を取りまとめた後、上表の提出期限後１週間以内に消防学校まで送付してください。

　注３）　幹部科（初級、中級、上級）にあっては、別途提出期限を設けて事例研究テーマを学校から指定し通知します。

　　　　　救急活動事例研究資料（様式３）は、病院研修時に使用しますので研修前に病院へ提出してください。

　注２）　初任科に引き続き救急科救急課程に入校する場合のみ、入校申込書・申告書の提出は不要としますが、初任科関係書類にその旨、併記してください。



     携 行 品 等 一 覧 表           （表－４）

消

防

職

員

教 育 課 程 個 人 携 行 品

初任科

救急科救急課程

活動服・ﾍﾙﾒｯﾄ・防火衣一式・革手袋・編上靴・カッパ・小綱・

カラビナ・白Ｙシャツ（数枚）・印鑑・各種辞典・計算機・髭剃

り・裁縫具・爪切り・靴墨・靴用ブラシ・ウエス・服用ブラシ・

ちり紙・ハンカチ・石鹸類・常備薬（風邪薬・傷テープ・湿布

等）・所属の火災予防条例（写可）

警防科警防課程
消防関係法規集・活動服・ヘルメット・編上靴・防火衣一式・

革手袋・ケブラー手袋・カギ付ロープ・ヘッドライト

予防査察科予防査察課程 消防関係法規集・活動服・革手袋・デジタルカメラ

火災調査科火災調査課程
消防関係法規集・活動服・革手袋・ケブラー手袋・デジタルカ

メラ・ゴーグル・防火衣一式・ヘッドライト

危険物科危険物課程
消防関係法規集・活動服・革手袋・ヘルメット・編上靴・ゴー

グル

特殊災害科特殊災害課程
消防関係法規集・活動服・革手袋・ヘルメット・編上靴・防火

衣一式・ゴーグル

救助科救助課程

救助訓練指導要領・救助服・ヘルメット・編上靴・防火衣一式・

革手袋・ケブラー手袋・小綱・カラビナ・墜落制止用器具・ゴ

ーグル・ヘッドライト

〃 水難救助課程
活動服・スイムパンツ・ゴーグル・サンダル等水泳用具類・

個人装備用潜水器具一式（ボンベは２本）・その他必需品

初級幹部科
消防関係法規集・活動服・ヘルメット・編上靴・防火衣一式・

革手袋・カギ付ロープ

中級幹部科 消防関係法規集・活動服

上級幹部科 消防関係法規集

特別科指揮課程 活動服・ヘルメット・防火衣一式・革手袋

〃 救急救命士ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ講習 別途指示

〃 はしご自動車講習
消防関係法規集・活動服・ヘルメット・編上靴・防火衣一式・

革手袋

〃 気管挿管追加講習 別途指示

〃 気管挿管追加講習

      （ﾋﾞﾃﾞｵ喉頭鏡）
救急服・聴診器・ペンライト・屋内用運動靴

〃 救急救命士処置拡大講習 救急服・聴診器・ペンライト・屋内用運動靴

水難救助教育指導者養成講習 別途指示

指導救命士課程 別途指示

気管挿管ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 別途指示

共通（一部研修・講習を除く）

※下線物品は初任科除く

(注 4)

制服・制帽・黒短靴・白手袋・黒又は紺色の靴下・消防手帳・

保険証・筆記用具・ﾉｰﾄ類・ｱﾎﾟﾛｷｬｯﾌﾟ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｳｪｱ・運動靴・

上履(ｽﾘｯﾊﾟ等)・ｶｯﾊﾟ・洗面用具類・着替え・マスク・体温計・

その他身の回り品・防寒衣（冬季）
※ 通学時は、ｽｰﾂ・ﾈｸﾀｲ着用等、公務員として相応しい服装とする。

団

員
・

自

衛

消防団員各科 軍手（革手袋）・ヘルメット  ※ 団長科は不要

自衛消防隊 軍手（革手袋）・ヘルメット ※特定は空気呼吸器一式（ボンベは２本）

共通

活動服(作業服)・防火衣一式・ｱﾎﾟﾛｷｬｯﾌﾟ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｳｪｱ・運動靴・

上履(スリッパ等)・洗面用具・保険証・筆記用具・マスク・体

温計・その他身の回り品

その他教育については、その都度、指示する。

注１）個人の所持品には、名前を記入すること。

注２）盛夏服・盛夏帽の着用は、原則として６月１日から９月３０日とする（初任科にあっては、５月初旬まで

に盛夏服等を準備すること）。

注３）初任科に引き続き救急科救急課程に入校する場合は、初任科時の携行品をそのまま使用する。

なお、現任職員が救急科救急課程に入校する場合は、活動服及び消防関係法規集と上表「消防職員共通」

欄に記載の物を携行すること。

注４）初任科のトレーニングウェア・運動靴・校内靴・防火長靴は、消防学校で共同購入し、入校時に配布する。

注５）消防職員、消防団員及び自衛消防隊教育等での実科訓練は、実燃焼体の消火活動などの訓練を行うので、

活動服の予備や下着類の着替えを余分に持参することが望ましい。

注６）消防職員初任科教育は４月から実科訓練を行うので、各個人の防火衣、防火ヘルメットを持参すること。

注 7）上表によりがたい場合は、別途指示をする。
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様式第１－１号（消防職員）

第    号

令和  年  月  日

（提出先）

三重県消防学校長 あて

○○○○消防長

入 校 申 込 書

消防職員○○科○○課程（第○○期）教育に、下記の者を入校させたいので承認願います。

記

階 級 氏 名 （ふりがな） 生年月日

及び年齢

性 別 備 考

      歳

      歳

      歳

      歳

      歳

      歳

事務担当：        

電話番号：        

※ 初任科に引き続き救急科救急課程に入校させる場合は、その旨、併記すること。

※ 生年月日は和暦で記入すること（元号はアルファベットで表記可）。

あわせて入校日時点での年齢を記入すること。
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様式第１－２号（消防団員）

                                       第    号

令和  年  月  日

（提出先）

三重県消防学校長 あて

  ○○○○市町長

入 校 申 込 書

消防団員○○科（第○回）教育に、下記の者を入校させたいので承認願います。

記

階 級 氏 名（ふりがな） 生年月日及び年齢 性別 経験年数 職 業 備 考

  
     歳

      歳

  歳

      歳

      歳

事務担当：        

電話番号：        

※ 指揮幹部科現場指揮課程教育、分団指揮課程・指導員科教育は、第○回を記入すること。

※ 生年月日は和暦で記入すること（元号はアルファベットで表記可）。

あわせて入校日時点での年齢を記入すること。

※ 経験年数は入校日現在で記入すること。
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様式第１－３号（自衛消防隊）

令和  年  月  日

（提出先）

（管轄消防本部経由）

三重県消防学校長 あて

                               企業（事業所）名

                               代 表 者 氏 名

入 校 申 込 書

自衛消防隊（   ）教育に、下記の者を入校させたいので承認願います。

記

役職名
（ふりがな）

氏 名

生年月日

及び年齢

性

別

自衛消防隊

経験年数
消防計画の役割 備 考

    歳 年   隊(班)

    歳 年   隊(班)

    歳 年   隊(班)

企業又は

事業所名
所 在 地

〒

事務担当

部 署 名

事務担当

職 氏 名

Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ

資機材の

有  無

○ 屋内消火栓           ⇒  あ り  ・  な し  

○ 屋外消火栓           ⇒  あ り  ・  な し  

○ 小型動力ポンプ（可搬ポンプ）  ⇒  あ り  ・  な し  

○ 消防自動車           ⇒  あ り  ・  な し  

○ 空気呼吸器           ⇒  あ り  ・  な し  

※ 上記の（  ）内に、「一般」または「特定」を記入すること。

※ 入校資格：「一般」⇒ 一般企業、団体等の自衛消防隊員。

       「特定」⇒ 消防用車両等を有する企業の自衛消防隊員のうち消防防災担当者。

※ 生年月日は和暦で記入すること（元号はアルファベットで表記可）。

   あわせて入校日時点での年齢を記入すること

※ 経験年数は入校日現在で記入すること。
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様式第１－４号

                                 三 消 学 第    号

令和  年  月  日

○○○○消防長

○○○市町長 様

   三重県消防学校長

入 校 の 承 認 に つ い て

消防職員（消防団員・他この様式に準ずる）○○科○○課程（第○期）教育について、下記の者の

入校を承認します。

記

階 級 氏 名 （ふりがな） 年 齢 備   考

  

  

  

  

  

事務担当：教務課 ○○

電話番号：059-374-1821
                              ﾌｧｸｼﾐﾘ  ：059-374-4232
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様式第２号

申 告 書

◎ 入校希望課程        科       課程（第    期）

写 真

45 ㎜×35 ㎜

◎
ふりがな

氏 名・性 別
                 （性別   ）

◎ 生年月日 昭和・平成   年  月  日（   才･･･入校日現在）

◎ 所属部署
         消防本部           消防署

              課             係

○ 役 職 名

◎ 階   級

◎ 部署電話番号            －      －

● 現 住 所
〒    －

● 自宅電話番号            －      －

● 本 籍 地 (都道府県名のみ)

● 最終学歴      年  月  日        学校      科 卒業

● 一 般 歴

     

◎ 消 防 歴

     年  月  日        に任命される（任命権者）

以上消防経験年数     年   ヶ月

○ 消防学校歴

     年  月  日     科   課程（第   期）修了

○ 消防大学校歴
     年  月  日          科（第   期）修了

● 資格技能

○ 抱負・目標

◎ 任命権者証明

記載のとおり相違なく、入校希望課程の履修に資質・健康面ともに支障が

ないことを証明する。

令和  年  月  日

任命権者職氏名                

※ 各項目、◎＝共通、●＝初任科のみ、○＝現任科のみ 記入すること。

ただし、水難救助課程への入校者は、潜水士免許資格を「資格技能」へ記入すること。

※ 「抱負・目標」は、具体的な内容を必ず記入すること。
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様式第３号

救 急 活 動 事 例 研 究 資 料
                  三重県消防学校救急科救急課程（第○○期）教育

題 名

所 属 氏 名

１．○○

(1) ○○

(2) ○○

２．○○

  ○○○

救急活動事例研究資料記載要領

          １．覚知時間及び通報内容

          ２．現場到着時間、到着時の状況及び観察内容

          ３．現場での判断及び応急処置内容

          ４．車内収容、車内管理及び搬送時の状況

          ５．病院到着時間及び傷病者引継時の状況

          ６．傷病者の予後等

          ７．問題点及び反省点

           ８．今後の課題と対応

          ９．その他

注） 以上の内容について、初任科から引き続き救急課程に入校する者は、救急車同乗

研修時の活動事例又は質問事項を作成してください。

     記載した事例に関する以外の質疑事項があれば、別の用紙（様式を問わない）に

記入し、事例研究資料に添付してください。          

     この事例研究資料は、消防学校での教育終了後の病院研修で使用しますので消防

    本部から研修病院へ提出してください（一部消防本部は消防学校経由で病院へ提出

しますので該当消防本部へは、別途指示します）。

                                        Ａ４版
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様式第４号

救 助 事 例 研 究 資 料

                   三重県消防学校救助科救助課程（第○○期）教育

題 名

所 属 氏 名

救助隊員経験年数         年 救助兼務年数          年

１．○○

(1) ○○

(2) ○○

２．○○

  ○○○

             救助事例資料記載要領

          １．覚知時間及び通報内容

          ２．現場到着時間、到着時の状況等

          ３．現場判断及び応援要請等

          ４．救助活動内容及び使用救助資器材等

          ５．救急隊、警防隊等との連携等

          ６．救助活動所要時間等

          ７．問題点及び反省点

           ８．今後の課題と対応策

          ９．その他

          ※ 安全対策（安全管理）に関する事項は、必ず記載すること。

  注） 以上の内容について、自己の経験に基づき可能な限り詳細に記載してください。

     なお、この事例については、入校中に発表等することとなるので、７及び８に

関し事前に考察しておいてください。          

                                        Ａ４版
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様式第５号

事 例 研 究 資 料
              三重県消防学校（○○）科（○○）課程（第○○期）教育

題 名

所 属 氏 名

１．○○

(1) ○○

(2) ○○

２．○○

  ○○○

             事例研究資料記載要領

          １．所属消防本部における現状及び課題等について

            ※ 所属消防本部のこと以外でも構わない

          ２．課題や問題点の背景  

          ３．今後の方向性・対応策（入校時での考察）

            ※ 詳細な資料があれば添付すること

          ４．その他質疑等（受講教育課程に関する質疑）

※ 水難救助課程については、「様式第４号」救助事例資料

記載要領に準じて作成も可

  注１） 以上の内容について、自己の経験に基づき可能な限り詳細に記載してください。

    なお、この資料については、入校中に発表又は事前に講師に配布することと

なるので、課題等に関して事前に考察しておいてください。

         

  注２） 幹部科教育（初級・中級・上級）にあっては、別途提出期限を設けて事例研究

テーマを学校から事前に指定し通知しますので、そのテーマに沿った内容で記載

してください。

※ （  ）内に教育課程名及び期別を記入すること。              Ａ４版
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様式第６号

体 操 服 等 共 同 購 入 申 込 書
                         （           消防本部）

品  名 サイズ 数量 氏     名 備 考

体 操 服

（Ｔシャツ）

（ジャージ）

（ﾊｰﾌﾊﾟﾝﾂ）

Ｓ

H160/B86/W72

Ｍ

H165/B90/W76

Ｌ

H170/B94/W80

Ｏ

H175/B98/W84

ＸＯ

H180/B102/W90

ｱﾎﾟﾛｷｬｯﾌﾟ

ＦＭ

52～56 ㎝

ＦＬ

56～60 ㎝

ＦＯ

60～64 ㎝

運 動 靴

校 内 靴

２４．０㎝

２４．５㎝

２５．０㎝

２５．５㎝

２６．０㎝

２６．５㎝

２７．０㎝

２７．５㎝

２８．０㎝

２８．５㎝

２９．０㎝

※ 体操服のサイズは、H身長／B胸囲／W 胴回です。

※ 上記によりがたいサイズの場合は、その旨記載してください。
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様式第７号

メディカルチェック

このメディカルチェックは、日本高気圧学環境医学懇話会によるスクーバダイビングのた

めのメディカルチェックを準用し、水難救助訓練中におけるトラブルを軽減することを目的

に実施するものです。このメディカルチェックを行うことにより、水難救助訓練中に身体的

な問題が起こらなくなる訳ではなく、あくまでもガイドラインとして活用するものです。

したがって、消防職員救助科水難救助課程に入校するにあたり、このメディカルチェック

を行い、また毎日の健康チェックを行うことでトラブルを最小限にしようとするものです。

本趣旨を十分に理解し、下記の質問に正直かつ正確に回答してください。

質問に対して「はい」または「いいえ」のどちらかに○を付けてください。もし確信が持

てないとか、わからない場合には「はい」に○を付けてください。「はい」という回答は、安

全に影響する病気または既往症があるかもしれないということです（医師に相談するか、医

師による受診をした方がよいとされています）。

所属：                                     

                                        

階級：       氏名：         生年月日（西暦）：       

                                       

自宅住所：                                   

                                        

自宅電話：              携帯電話：               

質問１ 現在または過去に以下の病気や症状がありましたか？

１
偏頭痛（脈を打つような頭痛）をよく起こしますか？または、そのた

めの予防薬を飲むことがありますか？
はい いいえ

２

神経の障害（半身が動かなくなった、半身がしびれた、言葉がしゃべ

りにくくなったり、突然目の前が真っ暗になったなど）を起こしたこ

とがありますか？

はい いいえ

３ 最近５年間に、頭をぶつけて意識を失ったことがありますか？ はい いいえ

４
てんかん発作やけいれんを起こしたことがありますか？または、それ

らの発作の予防薬を飲んだことがありますか？
はい いいえ

５ 乗り物酔い（船酔い、波酔い、車酔いなど）をしやすいですか？ はい いいえ

６
中程度の運動（たとえば１２分以内に１．６ｋｍを走る）ができませ

んか？
はい いいえ

７
高血圧と言われたことがありますか？または血圧を下げる薬を飲んで

いますか？
はい いいえ

８
狭心症や心筋梗塞を起こしたことがありますか？または、心臓や血管

の手術を受けたことがありますか？
はい いいえ

９
不整脈、胸痛、労作時の息切れなど、発作時に起こる症状や病気があ

りますか？
はい いいえ

10 その他、心臓の病気が何かありますか？ はい いいえ
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11
気管支喘息と言われたことがありますか？または、息が「ゼーゼー」、

「ヒューヒュー」いうことがありますか？
はい いいえ

12 気胸（肺が破ける病気）を起こしたことがありますか？ はい いいえ

13
その他、肺の病気をしたことがありますか？咳や痰が出やすいです

か？
はい いいえ

14 胸の病気（肺の病気以外）や胸の手術を受けたことがありますか？ はい いいえ

15 脱水、または下痢、嘔吐、吐き気をよく起こしますか？ はい いいえ

16
胃や腸に潰瘍ができたことがありますか？または、潰瘍の手術を受け

たことがありますか？
はい いいえ

17 腸の手術（人工肛門造設などを含む）をしたことがありますか？ はい いいえ

18 首、背中、腰、または四肢に痛みがありますか？ はい いいえ

19
首、背中、腰、または四肢に異常があって、治療を受けたことがあり

ますか？
はい いいえ

20
骨折、捻挫、脱臼の経験があり、現在もその後遺症（痛み・関節の不

安感など）が残っていますか？
はい いいえ

21
血液の病気（貧血、出血しやすい、血液が固まりやすいなど）や、血

管の病気（血管が詰まる、または血流が悪くなる病気）がありますか？

または、それらについて手術を受けたことがありますか？

はい いいえ

22
内分泌の病気（糖尿病または血糖値が高い、甲状腺の病気など）を指

摘されたことがありますか？
はい いいえ

23
精神病、不安障害（パニック発作、閉所恐怖症、広場恐怖症、神経症

などを含む）、行動の障害（情緒的に不安定、注意がそれやすい、集団

行動ができないなど）と言われたことがありますか？

はい いいえ

24
アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）の症状を起こしたことがあります

か？
はい いいえ

25
副鼻腔炎（蓄膿症を含む）、気管支炎（急性、慢性、アレルギー性）、

または、風邪をひきやすいなどありますか？
はい いいえ

26 副鼻腔の手術を受けたことがありますか？ はい いいえ

27
耳の病気（外耳炎、中耳炎、乳様突起炎、内耳の病気など）、聴覚の異

常（難聴、耳鳴りなど）、平衡感覚の異常（めまいなど）を経験したこ

とがありますか？または、耳の手術をしたことがありますか？

はい いいえ

28
その他、何か耳に関する異常（たとえば気圧の変化による耳の痛みな

ど）を経験したことがありますか？
はい いいえ

29
ヘルニア（椎間板ヘルニア、ソケイヘルニア、食道裂孔ヘルニア、そ

の他）がありますか？または、何らかの手術を受けたことがあります

か？

はい いいえ

30
これらの既往症について、今後の訓練に支障をきたす恐れはあります

か？
はい いいえ

31
潜水障害（耳、副鼻腔、肺の気圧変化による外傷、および減圧症や動

脈ガス塞栓症など）、または潜水事故を起こしたことがありますか？
はい いいえ

32
最近 5年間に、薬を長期間服用したことがありますか？または、薬物

依存、アルコール依存、麻薬の使用などありますか？
はい いいえ
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質問２

１ 現在、飲んでいる薬がありますか（市販薬を含む）？ はい いいえ

２ 過去 3ヶ月以内に何らかの医療を受けたことがありますか？ はい いいえ

質問３

１ 身長：          ｍ  体重：         ㎏

２
ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ Ｉｎｄｅｘ）が２５以上ですか？

ＢＭＩ＝体重㎏÷（身長ｍ×身長ｍ）
はい いいえ

質問４ 健康診断（人間ドックを含む）についての質問です。

１ 最近 1年以上健康診断を受けていませんか？ はい いいえ

２
医師に精密検査を薦められて、まだ検査を受けていない項目がありま

すか？
はい いいえ

質問５

１ タバコを吸っていますか？ はい いいえ

２ 血中コレステロール値が高いですか？ はい いいえ

３ 家族に心臓の病気、または心臓の病気で亡くなった方がいますか？ はい いいえ

質問６

１
水難救助訓練に参加するにあたり、身体のことで何か心配なことがあ

りますか？
はい いいえ

質問７ 女性の方のみの質問です。

１ 妊娠している可能性はありますか？または、その予定がありますか？ はい いいえ

２ 月経前または月経中、特に体調が悪くなりやすいほうですか？ はい いいえ

上記の病歴等は、私が知る限りにおいて正確なものであります。また、健康状態を明らか

にしなかったことによって起こるトラブルについての一切の責任をとることに同意します。

署名日付   令和   年   月   日

氏名                    

   三重県消防学校における消防職員救助科水難救助課程教育に入校させる上記の者

のメディカルチェック及び健康状態を確認し、訓練に支障がないことを証明します。

  令和   年   月   日

                                消防長  
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様式第８号

警防課程・救助課程・初級幹部科 入校前個人調査表

     所属               氏名           

入校後の実科訓練を安全かつ円滑に実施するために、以下のアンケートにご協力くだ

さい（本目的以外には使用しません）。

１ 現在の主たる業務に◎印を、また各業務の通算従事期間を記入してください。

兼務の場合は、該当する箇所にも○印を付してください。

種別 警防 救助 救急 予防 総務 その他 勤務年数

◎印

年数 年 年 年 年 年 年 年

２ ○印を付してください（複数回答可）。

現在、 小隊長  分隊長   隊員   機関員  です。

３ 機関員の経験はありますか？  ある ・ ない  ある場合は（   年）

４ 上記１に関連しますが、現在、現場勤務から何年離れていますか？（   年）

５ ○印を付してください。

入校する教育訓練は、実科訓練が中心となりますが、

（１）訓練に対する不安はありますか？        ある ・ ない

（２）体力的な不安はありますか？          ある ・ ない

（３）上段（１）（２）で、ある と答えた方は不安要素等を記入してください。
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６ 入校後に基本訓練を行いますが、下記の基本行動は必須項目となりますので、自己

評価（１＜５）してください。

取扱操作のみならず性能や諸元、特長などの理解も含めてください。

  １自信がない ２少し出来る ３普通 ４おおむね出来る ５自信がある

①三連梯子   （  ）②空気呼吸器取扱（  ）③各種管鎗取扱（  ）

④梯上放水   （  ）⑤狭所ホース展開（  ）⑥機関操作  （  ）

⑦基本結索   （  ）⑧器具、身体結索（  ）⑨応急梯子救助（  ）

⑩検索救助第１法（  ）⑪かぎ付梯子  （  ）⑫可搬ウィンチ（  ）

⑬マンホール救助器具 （  ）      ⑭エンジンカッター     （  ）

⑮チェーンソー    （  ）    ⑯マット式空気ジャッキ   （  ）

⑰大型油圧スプレッダー （  ） ⑱大型油圧切断機     （  ）

※ 機関操作は無圧及び有圧吸水、中継運用、流量計算等の簡単な理論も含む

救助課程は以下の項目についても自己評価してください。

⑲体力向上運動 （  ）⑳救助員点検  （  ）

７ その他、不安要素等あれば記入してください。
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様式第９号

予防査察科・火災調査科・危険物科  入校前個人調査表

     所属               氏名           

入校後の査察実習・調査実習・事例研究等を円滑に実施するために、以下のア

ンケートにご協力ください（本目的以外には使用しません）。

今までに従事したことのある業務について、記載してください。

○予防査察科入校生

予防査察業務の

経験の有無
有 無

経験のある業務に

○をつける

消防用設備設置

審査事務
予防査察事務

○火災調査科入校生

火災調査経験の有無 有 無

経験のある

業務に○を

つける

現場

見分
発掘 写真 図面

質問

調書

損害

調査
判定

○危険物科入校生

危険物施設に係る

許可・認可業務

経験の有無

有 （    年） 無
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様式第１０号

救助科水難救助課程 入校前個人調査表

           所属          氏名          

入校後の水難救助訓練を安全かつ円滑に実施するために、以下のアンケート

にご協力ください（本目的以外には使用しません）。

 どれくらい連続で泳ぐことができますか？ （     メートル）

 クロール（300メートル）のタイムは？  （   分  秒）

 消防での潜水暦は何年ですか？      （     年）

 どのくらい息こらえが出来ますか？    （   分  秒）

 耳抜きはできますか？         （できる・できない・わからない）

 潜水訓練の経験はありますか？      （ ある ・ ない ）

 ある と答えた方は以下の訓練項目で経験のあるものに○印を付けて

ください。

（  ） インターバル 横

（  ） インターバル 縦

（  ） マスク・ウエイトのリカバリー 横

（  ） マスク・ウエイトのリカバリー 縦

（  ） 器材脱装着

（  ） 全装備水面遊泳

 訓練に対する不安はありますか？ （ ある ・ 多少ある ・ ない ）

 水に対する恐怖心はありますか？ （ ある ・ 多少ある ・ ない ）

 現在、治療中の病気        ある（        ）  ない

 現在、服用中の薬         ある（        ）  ない

 メガネ・コンタクトレンズをしていますか？（ している ・ していない ）

 視力回復手術の経験はありますか？（ ある ・ ない ）
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様式第１１号

自衛消防隊(特定)教育  入校前個人調査表

企業(事業所)名             氏名            

入校後の実科訓練を安全かつ円滑に実施するために、以下のアンケートにご

協力ください（本目的以外には使用しません）。

１ 自衛消防活動における現在の主たる担当業務に◎印（兼務の場合は、該当

する業務全てに○印）を付け、従事経験のある業務の従事期間(年数)を全て

記入してください。

種別 初期消火 通報連絡 避難誘導 現場指揮 災対本部 その他※ 勤務年数

業務

年数 年 年 年 年 年 年 年

※ その他（業務内容を具体的に記入してください。）

⇒

２ 次の訓練項目について、操作方法等の習熟度を自己評価してください。

空気呼吸器取扱(  ) 放  水(  ) 機関操作(  )

１ 未 経 験 ２ 自信がない ３ 若干出来る ４ 概ね出来る ５ 自信がある

３ 貸し出しを希望する資器材等があれば、○印を付けてください。

（ ）空気呼吸器、（ ）防火衣、（ ）防火ヘルメット、（ ）長靴

※ 上記資器材は、訓練効果を高めるため、普段事業所で使用しているものを持参いただくよ

う依頼しておりますが、やむを得ず持参できない場合のみ学校備品を貸し出します。

   なお、サイズ・数量には限りがありますので、あらかじめご承知おきください。

４ 次の質問にご回答ください。

（１）教育訓練に対する不安はありますか？   あ る ・ な い

（２）体力・健康面での不安はありますか？   あ る ・ な い

（３）その他学校生活に不安はありますか？   あ る ・ な い

※ 不安があるとお答えの方は、具体的な不安要素をご記入ください。

  ⇒
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様 式 第 12 号

三重県消防学校 新型コロナウイルス対策 入校受付用セルフチェック ver.02

※入校当日の受付で提出してください。

(下記の質問について該当する項目に○を付けてください。)

熱はないか？（３７．５℃以上） ない ある

咳、呼吸困難はあるか？ ない ある

全身倦怠感はあるか？ ない ある

咽頭痛はあるか？ ない ある

味覚障害、嗅覚障害はあるか？ ない ある

吐き気、嘔吐はあるか？ ない ある

下痢等はあるか？ ない ある

頭痛はあるか？ ない ある

鼻汁、鼻閉はあるか？ ない ある

関節痛、筋肉痛はあるか？ ない ある

その他いつもと違う体調変化はあるか？（                 ） ない ある

入校前 2 週間以内に３７．５度以上の発熱があったか？ ない ある

入校前 2 週間以内に緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発出さ

れている都道府県へ移動した。     （都道府県名         ）
いいえ はい

新 型 コロナウイルスの患 者 に濃 厚 接 触 の可 能 性 があり、待 機 期 間 内

（自主待機も含む）である。
いいえ はい

入校前 2 週間以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間が必要

とされている国、地域から入国した。（又は該当の方と接触した。）
いいえ はい

現在、同居家族や職場など身近な人に感染を疑われている方がいる。 いいえ はい

（上記項目の補足事項、その他、気になることがあれば記入して下さい。）

※気になる事項がある場合は、事前に下記連絡先までご相談下さい。

三重県消防学校  ０５９－３７４－１８２１

席 番 所属名 氏 名

入校日 令和   年  月 日 曜日 体温【       ℃】
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